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データ活用サービス「BUYZO Media」を使ったリテールメディア協業案 

BUYZO Media は、お客さまのスマートフォンの GPS 位置情報や AIBeacon※1 から得ら
れるお客さまの個人情報に該当しない属性、購入データ、滞在時間などの情報を DMP※2

に収集し、分析・可視化することで、店舗への来店状況や購買傾向に基づいた最適なデ
ジタル広告の配信や店内コミュニケーションが⾏えます。また、お客さまの潜在的な興
味関⼼に沿った広告配信が可能なため、集客⼒向上とお客さまの購買⾏動促進に⼒を発
揮するサービスです。 
 
 
注釈 
※1 AIBeacon とは、グローリーが 2020 年 5 月に資本業務提携を⾏った株式会社アドイン

テが独自開発する Wi-Fi センサーと iBeacon が一体となった IoT センサーのこと。 
 
※2 DMP（データ・マネジメント・プラットフォーム）とは、収集し蓄積されたオンライ

ンデータや、リアル店舗に来店された消費者の⾏動履歴等のオフラインデータを管理
し、広告配信のアクションプラン等に役⽴てるデータビジネスを⾏うプラットフォー
ムのこと。 

 
※  BUYZO は、グローリー株式会社の登録商標です。 
※  AIBeacon は、株式会社アドインテの商標です。 
※  iBeacon は、米国および他の国々で登録された Apple Inc.の商標です。 
 
 
 



グローリー株式会社 
所在地︓兵庫県姫路市下⼿野 1-3-1 
創業︓1918 年 3 月 
代表者︓代表取締役社⻑ 三和 元純 
事業内容︓通貨処理機・セルフサービス機器の開発・製造・販売・保守、電⼦決済サービ

ス、生体認証ソリューション、ロボット SI、DMP 事業など 
URL︓https://www.glory.co.jp 
 
 
株式会社東急ストア 
所在地︓東京都目⿊区上目⿊ 1 丁目 21 番 12 号 
設⽴:1956 年 10 月 10 日 
代表者︓代表取締役社⻑ 大堀 左千夫 
事業内容︓一般⾷品、生鮮⾷品、⾐料品、日用雑貨、生活関連商品、各種サービスにわた

る総合小売業のチェーンストア 
URL︓https://www.tokyu-store.co.jp/ 
 
 
 
 
 
 
【お客さまからのお問い合わせ先】 

グローリー株式会社 国内カンパニー 営業本部 ＤＸビジネス推進統括部  
ＤＸビジネス推進部 
電話（03）6811-6642 

 

 


